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ワイヤレス通信における周波数帯域と消費電力の有効利用を同時に実現表 題

衛星通信装置，衛星放送装置，ワイヤレス通信装置適用製品

衛星通信・放送では、限られた周波数帯域内で高速通信する方法として多値変調方式が注目
されている。多値化に伴い電力増幅器（HPA)の非線形特性による性能劣化を受け易く、線形性
の良好な領域で増幅するとHPAの効率が低下する上に、HPAの高出力化、電源の大容量化、
発熱対策等でシステムが高価になる欠点がある。

本発明は、HPAの非線形特性の影響を受け難く、HPAを高効率で動作可能な多値変調を実
現する。

目 的

振幅変動の大きい多値変調波を，複数の振幅変動の小さい変調波に分離し，各々を
個別に高効率電力増幅する。その後，空間でベクトル重畳合成する新しい信号空間配
置の変調方式を考案した。このため複数の電力増幅器が高効率である飽和領域で動作
可能となり，電力消費量を低減でき，電源の低容量化，熱制御の簡単化により通信シス
テムの送信系構築を経済的に達成できる。

さらに，変形した信号配置，重畳誤差を推測する機能を受信側に追加することにより，
空間重畳誤差の影響が小さくなり，誤り率が低下し，送信電力の低減，低消費電力化に
一層効果がある。

この結果，従来の多重円上に信号点を配置した信号空間配置に比べて，電力増幅器
の非線形特性に起因する伝送特性劣化が減少し，電力増幅器の高効率動作が可能と
なり，低消費電力を従来方式に比べて５０％以下に低減が可能となる。
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